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日
時　
令
和
７
年
７
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
14
時
30
分
〜

　
場
所　

㐂
8pt G 8pt リR

楽

　

７
月
度
定
例
理
事
会
は
、
令
和

７
年
７
月
22
日

㐂
8pt G 8pt リR

楽
に
於
い
て
開

催
さ
れ
た
。

　

左
記
の
進
行
で
進
め
ら
れ
審
議

事
項
に
入
っ
た
。

議
　
事
　
録

一
、
開
会
の
辞
と
新
理
事
長
挨
拶

（
髙
橋
理
事
長
）

　
　

�

暑
い
中
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
７

年
度
、
８
年
度
も
引
き
続
き
理

事
長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
　

�

こ
れ
よ
り
、
７
月
度
定
例
理
事

会
を
始
め
ま
す
。

　
　

�

審
議
事
項
に
沿
っ
て
行
い
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
と
挨
拶

二
、
報
告
事
項
に
つ
い
て

　
　

〇�

別
紙
の
通
り

三
、�

新
ら
し
い
代
表
者
も
決
ま
り

令
和
７
年
度
か
ら
の
組
合
新

体
制
組
織
に
つ
い
て
。

　
　

�

新
し
い
代
表
者
も
決
ま
り
、

令
和
７
年
度
・
８
年
度
の
組

合
新
体
制
組
織
で
出
発
し
ま

す
の
で
、
協
力
し
て
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

別
紙
資
料
添
付
の
通
り
（
了

承
を
得
る
）。

四
、�

食
中
毒
注
意
報
発
令
に
つ
い

て
。

　
　

�

Ａ�　

食
中
毒
注
意
報
発
令
に

つ
い
て
。

　
　

Ｂ�　

食
中
毒
関
係
の
共
済
金

更
新
手
続
き
完
了
に
つ
い

て
。

　
　

�

事
務
局
よ
り
食
中
毒
関
係
の

共
済
金
更
新
手
続
き
と
火
災

保
険
金
共
済
の
完
了
し
た
と

報
告
が
あ
っ
た
。

五
、�

鮨
組
合
加
入
促
進
運
動
に
つ

い
て
。

　
　

�

引
き
続
き
加
入
促
進
運
動
を

進
め
て
頂
き
た
い
。

六
、�

そ
の
他
に
つ
い
て
。

　
　

�

○�

８
月
度
定
例
理
事
会
は
休

会
と
し
ま
す
。

　
　

○�

９
月
度
定
例
理
事
会
の
予

定
日
に
つ
い
て
。

　
　

�

９
月
度
定
例
理
事
会
の
開
催

予
定
日

　
　

日　

時

　
　
　

令
和
７
年
９
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
：
30
～

　
　

場　

所　

㐂
8pt G 8pt リR

楽

七
、�

岡
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
創
立
70
周
年
記
念
大
会
に

つ
い
て
。

　
　

�

９
月
25
日
（
木
）
13
時
～

15
：
00　

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山
に
於
い

て
未
来
へ
つ
な
ぐ
連
携
・
挑

戦
・
感
動
を
掲
げ
た
テ
ー
マ

で
講
師
は
気
象
予
報
士　

中

嶋　

望
氏
を
招
い
て
講
演
が

あ
り
ま
す
。

　
　

�

参
加
さ
れ
る
方
は
鮨
組
合
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

八
、
閉
会
の
辞

（
栢
菅
副
理
事
長
）

７
月
度
定
例
理
事
会
開
催

岡山県鮨商生活衛生同業組合組織図

理　事　会
理事長　髙橋　啓一

専
務
理
事

　河
内
　文
重

事
務
局

　河
内
　文
重

副
理
事
長

　栢
菅
　主
税

副
理
事
長

　加
谷
　芳
樹

会
　
　計

　吉
田
　一
彦

広
報
委
員
長
兼
務

　栢
菅
　主
税

事
業
部
　委
員

　野
田
　高
史

　藤
岡
　貞
賢

厚
生
部
　委
員

　飯
田
　
　進

　佐
藤
　克
明

技
術
部
　委
員

　藤
本
　征
士

情
報
関
係
委
員

　佐
々
井
栄
一

情
報
委
員
会
　

総
務
部
長
兼
務

　河
内
　文
重

事
業
部
長

　加
谷
　芳
樹

厚
生
部
長

　源
　
　忠
臣

技
術
部
長

　難
波
　康
男

情
報
委
員
長

　難
波
　孝
行

監
査
部
長

　難
波
　康
男

監
査
委
員
会

監
査
役

　近
藤
　雅
彦

　難
波
　康
男

参
与　河

内
　相
子

事
務
局

事
務
局
員

　河
内
　文
重

作成：令和７年７月～
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組合に加入すれば数々の特典（メリット）が得られます。
すし組合に入りませんか？

電話０８６－２２３－７７７９
〒700-0913　岡山市北区大供１丁目４番15号

組合に加入して同業者の
団結でお店の繁栄を !!

すし組合では、組織の団結の力でお店の繁栄と従業員の明るい将来
を築くために活発な活動を展開しております。
皆さんと共に学習しようではありませんか。

岡山県鮨商生活衛生同業組合は岡山県鮨商生活衛生同業組合は

（岡山・玉野・倉敷・津山・新見・備前の各支部で構成されています。）

あなたのお店が未だ未加入でしたら、これを機会にぜひご加入ください
ますようお願いいたします。　お申し込みはまずはお電話で !!

〒700-0971
岡山市北区野田４丁目11－１
TEL（086）246－5311
FAX（086）246－5411
E-mail ： info@anesto.co.jp

アネスト株式会社

岡
山
県
鮨
商
生
活
衛
生
同
業
組
合
賛
助
会

会
長
　
干
　
田
　
浩
　
逸

ほ

し

だ

　

こ

う

い

ち

（
株
式
会
社
　
武
田
製
玉
部
代
表
者
）

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

わ
さ
び
・
そ
の
他

★
カ
ネ
ク
（
株
）大

阪
支
店

支
店
長　

山
崎　
　

誠

大
阪
市
西
区
南
堀
江
一
丁
目
一
二
─
一
九

電
話
〇
六
（
六
五
三
一
）
四
三
三
二

食
酢
・
醤
油

★
マ
ン
ネ
ン
酢
合
資
会
社

代
表
取
締
役　

久
保　

好
弘

瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
一
四
八
〇

電
話
〇
八
六
九
（
二
六
）
八
二
一
一

米
・
酒
類

　

岡
山
パ
ー
ル
ラ
イ
ス（
株
）

専
務
理
事　

井
田　

宣
博

総
社
市
清
音
柿
木
七
〇
七
─
三

電
話
〇
八
六
（
二
四
三
）
四
一
四
九

ま
な
板
類
（
Ｈ
Ｐ
の
み
）

★
山
県
化
学
（
株
）

代
表
取
締
役　

山
県　

エ
レ
ナ

倉
敷
市
児
島
下
の
町
五
丁
目
二
─
二
二

電
話
〇
八
六
（
四
七
三
）
〇
一
一
五

珍
味
瓶
缶
詰

★（
株
）
あ
じ
か
ん

岡
山
営
業
所

所
長　

齋
藤　

祐
樹

岡
山
市
北
区
大
内
田
七
六
四
─
五

電
話
〇
八
六
（
二
九
二
）
五
六
五
二

食
酢
・
醤
油

★（
株
）
Ｍ
ｉ
ｚ
ｋ
ａ
ｎ

西
日
本
支
社�

中
四
国
支

店�

岡
山
営
業
所

所
長　

秋
山　
　

隆

岡
山
市
北
区
下
中
野
三
四
四
─
一
一
一

電
話
〇
八
六
（
二
四
五
）
九
〇
四
一

寿
司
・
割
烹

　
（
有
）
喜
怒
哀
楽

代
表
取
締
役　

難
波　

孝
行

岡
山
市
北
区
下
伊
福
二
丁
目
九
─
二
一

電
話
〇
八
六
（
二
五
四
）
四
四
五
五

海
苔
・
そ
の
他

　
（
株
）
し
お
や
海
苔
店

代
表
取
締
役　

吉
川　

晴
夫

高
松
市
藤
塚
町
三
丁
目
一
三
─
一

電
話
〇
八
七
（
八
三
三
）
五
四
三
一

厨　
房

　
（
株
）
福
井
廚
房

代
表
取
締
役　

福
井　

正
晃

岡
山
市
南
区
西
市
二
六
三
─
一

電
話
〇
八
六
（
二
四
一
）
九
五
五
一

印
刷
物

　
（
株
）
ア
ネ
ス
ト

代
表
取
締
役　

浅
野　

常
昭

岡
山
市
北
区
野
田
四
丁
目
一
一
─
一

電
話
〇
八
六
（
二
四
六
）
五
三
一
一

海
苔
・
そ
の
他

★（
有
）
長
尾
海
苔
店

（
有
）
ヨ
シ
ノ長

尾　

昭
雄

山
口
市
江
崎
一
〇
二
九
（
高
見
）

電
話
〇
八
三
（
九
八
九
）
二
二
五
六

玉
子
加
工
品

★（
株
）
武
田
製
玉
部

代
表
取
締
役　

干
田　

浩
逸

岡
山
市
北
区
奥
田
一
丁
目
六
─
一
三

電
話
〇
八
六
（
二
二
二
）
二
七
九
七

鮮　
魚

　
（
株
）
宮
脇
商
店

代
表
取
締
役　

宮
脇　

由
恵

岡
山
市
北
区
表
町
三
丁
目
一
二
─
一
一

電
話
〇
八
六
（
二
三
三
）
六
一
八
一

駆　
除

　
（
株
）
岡
山
駆
除

代
表
取
締
役　

石
田　

哲
也

岡
山
市
北
区
東
古
松
三
丁
目
一
二
─
一
五

電
話
〇
八
六
（
二
二
二
）
七
三
四
八

酒
・
ビ
ー
ル
等

　

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
（
株
）

九
州
統
括
本
部

　

西
日
本
販
売
推
進
支
社
営
業
部

主
任　

林　

芽
久
美

広
島
市
中
区
八
丁
堀
十
六
番
十
一
号

（
ス
タ
ー
ト
ラ
ム
広
島
十
二
Ｆ
）

電
話
〇
八
二
（
五
六
三
）
七
九
九
五

海
苔
・
そ
の
他

★（
株
）
河　

幸岡
山
営
業
所

代
表
取
締
役　

山
路　

晃
誉

岡
山
市
南
区
万
倍
七
六
─
一

電
話
〇
八
六
（
二
四
三
）
四
一
四
九

わ
さ
び
・
そ
の
他

★
金
印
物
産
（
株
）大阪

支
店

支
店
長　

大
倉　
　

宏

大
阪
市
福
島
区
福
島
一
丁
目
四
番
四
〇
号

電
話
〇
六
（
六
四
五
八
）
八
八
二
二

糖　
類

　

ナ
ガ
セ
ヴ
ィ
ー
タ
（
株
）

岡
山
営
業
所

所
長　

内
田　

幸
信

岡
山
市
中
区
桑
野
五
二
五
─
三

桑
野
国
際
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
一
Ｆ

電
話
〇
八
六
（
二
七
四
）
七
三
〇
一

折
箱
・
容
器
・
事
務
用
品

食
器
・
調
理
器
具

　

久
保
容
器
（
有
）

代
表
取
締
役　

久
保　

健
一

岡
山
市
北
区
中
央
町
三
─
三
九

電
話
〇
八
六
（
二
三
三
）
八
四
八
一

酒
・
ビ
ー
ル
等

★
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
（
株
）

中
国
支
社��

東
中
国
支
店

副
支
社
長　

藤
原　
　

啓

岡
山
市
北
区
柳
町
一
丁
目
一
─
一

（
住
友
生
命
ビ
ル
９
Ｆ
）

電
話
〇
八
六
（
二
二
四
）
七
一
〇
八

特
別
会
員

賛
助
会
会
員
一
同

★
印
が
付
い
て
い
る
の
は
、
鮨
組
合
の
Ｈ
Ｐ
に
連
携
し
て
協
賛
し
て
頂
い
て
い
る
会
社
で
す
。
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寿ぐ季節 73.5*62

Mizkan

大 阪 支 店

 食中毒警報を発令中です！　　

食の安全サポーター情報配信（令和７年６月 日）

食中毒予防 ３つの原則
菌をつけない 菌をふやさない 菌をやっつける

しっかり手洗い
食品の取扱いは
衛生的に！

中心部まで加熱
７５℃で１分以上
の加熱調理

調理後はすぐに提供
すぐに食べない時は
冷蔵保存！

清潔清潔 迅速・冷蔵迅速・冷蔵 加熱加熱

Ⓒ岡山県「ももっち」

食の安全・安心の推進に御協力いただき、厚くお礼申し上げます。
今回は、「食中毒注意報の発令」についての情報を配信します。

食中毒注意報 発令中！
気温や湿度が高い日が続いています！
細菌による食中毒が心配されるため、 月 日、県内全域に「食中毒注
意報」を発令しました。この注意報は 月 日まで続きます。
食中毒を防ぐために、「食中毒予防の３つの原則」を守りましょう！

夏は“食中毒”が増えやすい季節
しっかり予防して、暑い夏を乗り切ろう！

食中毒注意報を
発令しました！

サポーター情報
バックナンバー

岡山県生活衛生課
インスタグラム

Ｑ２ 菌が増えやすい温度帯は？

食中毒を防ごう！かんたんＱ＆Ａ
Ｑ１ 菌をつけないためにできることは？

Ｑ３ 菌をやっつける加熱条件は？

食中毒 ずかん
カンピロバクター

（細菌の写真 出典：食品安全委員会）

衛生的な手洗い 調理器具の洗浄 食品どうしの汚染を防ぐ

生肉は容器に入れる
生肉は冷蔵庫の最下段に保管

食材が変わるごとに
調理工程が変わるごとに

生肉を触ったあと
盛り付けのまえ など

（からあげの写真 出典：食品安全委員会）

調理品を室温に置きっぱなしは超キケン！

生のとり肉などに生息！
少ない菌でも食中毒に

洗浄

多くの有害な細菌が死滅する条件は…

７５℃１分
中心部まで

加熱

６０℃

１０℃

菌が増えやすい危険温度帯
１０～６０℃

加熱の目安

ウェルシュ菌

酸素が少ない場所が大好きな菌
酸素の少ない鍋の底で増殖！
煮込み料理の放置で多く発生

黄色ブドウ球菌

手のキズにひそんでいる！
おにぎり・お弁当で多く発生

アニサキス（寄生虫）

サバ、アジ、イカ等の魚介類の内臓に寄生
新鮮な魚を選び、すぐ内臓を除去！
冷凍 －２０℃２４時間 で死滅

体長２〜３

最近の気温及び湿度の状況から、食中毒の発生が危惧されるため、

岡山県は県内全域に食中毒注意報を発令しています。
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JA岡山中央会

岡山県農業共同組合中央会
〒700-0826
岡山市北区磨屋町9-18
TEL 086－232－2355
FAX 086－227－6610

総
務
だ
よ
り　
7
月

１
日　

�
組
合
機
関
紙
「
す
し
新
聞
」

広
告
料
請
求
書
発
送

２
日　

�

食
品
衛
生
指
導
員
の
新
規

養
成
講
習
会

　
　
　
（
於
）県
立
図
書
館

３
日　

�

Ｊ
Ａ
か
ら
の
お
米
の
協
賛

の
お
知
ら
せ

７
日　

�「
岡
山
す
し
新
聞
」

　
　
　

３
９
７
号
機
関
紙
発
行

７
日　

�

岡
山
県
料
理
組
合
理
事
長

横
山
氏
～
堀
江
氏
に
変

わ
っ
た

７
日　

�

岡
山
県
喫
茶
飲
食
組
合
理

事
長
宮
地
氏
～
柿
内
氏
に

変
わ
っ
た

７
日　

�

岡
山
観
光
三
業
組
合
理
事

長
堀
江
氏
～
逸
見
氏
に
変

わ
っ
た

14
日　

�

預
り
金
源
泉
所
得
税
支
払

14
日　

�

秋
の
岡
山
桃
太
郎
ま
つ
り

２
０
２
５
出
展
〆
切

17
日　

�

預
り
金
源
泉
所
得
税
支
払

22
日　

�

県
立
津
山
高
校
出
前
体
験

教
出

　
　
　
（
於
）岡
山
県
立
津
山
高
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
難
波

22
日　

７
月
度
定
例
理
事
会

　
　
　
（
於
） 㐂

8pt G 8pt リR

楽

　
　
　
　
　
　
　

出
席
者
４
名

　
　
　
　
　
　
　

内
委
任
状
９
名

23
日　

�

令
和
７
年
度
岡
山
県
備
前

保
健
所
地
域
保
健
功
補
者

の
推
薦
〆
切
会

25
日　

�

備
北
保
健
所
長
表
彰
候
補

者
の
推
薦
〆
切

28
日　

�

特
別
相
談
員
の
研
修
会
前

　
　
　
（
於
）�ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き

び

　
　
　
　
　
　
　
　

加
谷
・
河
内

29
日　

�

令
和
７
年
度
岡
山
県
美
作

保
健
所
長
表
彰
に
係
る
表

彰
候
補
者
の
推
薦
〆
切

　暑中お見舞い申し上げます
　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます
　暑さ厳しき折柄　皆様のご健康を心よりお祈りいたします
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和7年　盛夏

　　　　　　　　　岡山県鮨商生活衛生同業組合
　　　　　　　　　〒700-0913　岡山市北区大供１丁目４番15号

顧

　
　
　問

常
任
相
談
役

常
任
相
談
役

常
任
相
談
役

理
　事
　長

副
理
事
長

副
理
事
長

専
務
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

理
　
　
　事

理
　
　
　事

理
　
　
　事

理
　
　
　事

参
　
　
　与

監
　
　
　事

監
　
　
　事

岡
山
県
議
会
議
員

㈱
吾
妻
寿
司

㈲
天
満

㈲
喜
怒
哀
楽

㈱
や
ま
と

　楽
㈲
寿
司一

事
務
局

㈲
富
久
屋

㈱
縁

㈲
天
満

㈱
粋
来
亭
　新
粋

㈲
喜
怒
哀
楽

す
し
春

㈲
泉
荘
寿
司一

㈲
大
門

㈱
慈
　恩

㈲
喜
怒
哀
楽

美
津
屋
㈲

小
倉

　弘
行

難
波

　正
治

藤
本

　忠
男

難
波

　康
男

髙
橋
　啓
一

栢
菅
　主
税

加
谷
　芳
樹

河
内
　文
重

吉
田
　一
彦

佐
藤
　克
明

藤
本
　征
士

源
　
　忠
臣

難
波
　孝
行

佐
々
井
栄
一

野
田
　高
史

飯
田
　
　進

藤
岡
　貞
賢

河
内
　相
子

難
波
　康
男

近
藤
　雅
彦

令
和
七
年
度
　役
員一同

後継者育成支援事業
津山高等学校

去る７月22日（火）県立津山高等学校に於いて、出前体
験教室に鮨商組合から難波康男氏が講師を務め、開催され
た風景。

（写真の提供者：岡山指導センターの西條氏より）


